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新   旧  

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

略  （補助）率  

の基準額を適用する。  

〔14日を超えた場合〕  

1人身取引被書着分  

前項〔14日を超えた場合〕の1の「暴力  

被害者」を「人身取引被審者」と読み替え、  

その基準額を適用する。  

2同伴児（者）単独分  

前項〔14日を超えた場合〕の2の「暴力  

被審者」を「人身取引被害者」と読み替え、  

その基準額を適用する。  

13売春防止法に基づく要保護女子の一時保護委託費  

別途定めるところにより、売春防止法に基づく要  

保護女子（以下「要保護女子」という。）の一時保  

諌を委託して行う場合、次により算出された額の合  

算額  

〔14日以内の場合〕  

1要保健女子分  

前々項〔14日以内の場合〕の1の「暴力被  

害者」を「安保譲女子」と読み替え、その基準  

額を適用する。  

2同伴児（者）単独分  

前々項〔14日以内の場合〕の2の「暴力被  

害者」を「要保謀女子」と読み替え、その基準  

額を適用する。  

〔14日を超えた場合〕  

1要保護女子分  

前々項〔14日を超えた場合〕の1の「暴力  

被春着」を「要保護女子」と読み替え、その基  

準額を適用する。  

2同伴児（者）単独分  

前々項〔14日を超えた場合〕の2の「暴力  

被害者」を「要保護女子」と読み替え、その基  

準額を適用する。  



新   旧  

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

略  
（補助）率  

事業費  次に掲げる額の合算額  婦人相談所一時  

1賓保護女子等分  保護所入所者の処  

（1）事業費  遇のために必要な  

各月初日の保護現員（月の中途において退所  

した者を除く。以下「各月当初保譲現員」とい  

う。）に月額54，600円を乗じた額の合算  

額。  扶助費等  

ただし、毎年11月1日からその翌年3月  

31日までの間は、その間の各月当初保護現鼻  

に次の冬期加算額を乗じて算定した額を加える  

ものとすること。  

冬期加算額  

工区lⅡ区lⅢ区lⅣ区lv区lⅥ  

8，9。糾7，1刺5，4。勘4，2。PIz，80糾2，20  
（注）地区別区分は、生活保護法による保護基準  
（昭和38年厚生省告示第158号）の別表  
第1附表の区分による婦人相談所の所在地に  
ついて適用するものであること。  

（2）妊産婦加算  

妊産婦については、各月当初保護現員に掲げ  

る区分ごとの妊産婦加算額を乗じて算定した額  

を、前項により算定した事業費にカロえるものと  

すること。  

ただし、妊婦については、次に掲げる妊婦の  

額を出産した日の属する月まで加算するものと  

し、産婦については出産した■日の属する月の翌  

月から2か月間加算するものとすること。  

妊産婦加算額  

6月以上 産婦  
円 円 円  

9，140 13．8108，490  
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新  
旧  

略  
1区分  2癒目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  

3事業費の算出にあたり月の途中で保護又は退所  

した者についての事業費（冬期加算を含む。）、妊  

産婦加算及び母子加算の額は次の算式により算定  

した額とする。  

当該月の保護日数  

月額単価×  

30日又は当該月の日数  

4入所者の生活指導のための器具機材費として地  

方厚生（支）局長が必要と認めた額。  



要卜路  ⊂）  

一川・・・ 4日；  ▼一4    ＼  

に〉 こ≡  Lrつ  

赦  
建 商工  

衷  

寸   
・霊  

（  
璧轟±e合鍵赦蟹式1・n赦判1P東髄薫染配仰望㌣時宜磋楚型芯吏献寵埜  

載壇  嫌刃  卓歌  
雅男  淋鮎  粛鰭  
堕 華導  磐 e思  
．                                   ・…・  ■  ■ ・・  

懸  や」  柵吏食  
士刃  l喝  肇㊥鮭  
童歌  亜（  雫車刃  
土建  

ロユ  
噂鼎粧  

濫㊥焙  麻  蹴凧                             頭  巾）  e裔項  
掛  聾す吏  華  載朝  通塾簑  

嗅掛合  堕  蛮軽  量 く 叫  
鞋足軽  普  く東  

膝  I 固着  
和浄埠  

端歌  蕪柵鰍  亜  式  
哨  ′  

撃置（                                  越量刑  

尊芯 簑南」東  灘 簑刃  蒜雪忘                           赦 簑褒埠  
時嵩  芯排喝  盤  怒秋  蝉 芯e央 
生思  霹璃（  恕  滋味習  
空く 璧泣叫  く  湛盟                             囲  昔時恕 
巳繁  くe 

軍 巴笹 
孟  くす吏  ．  

基  
一  
質酔判  蜜柚愛  
軒世  N  足軽  の  

想鼻」  
e刃  

ⅢⅠ   叔  
畢   
N   

如  
輯  

魚   － ：■  

凶  
■■■ 一Ⅲ  ＝    l：1 ■■  

▼・・■  蟹伝承  

騒   

劇b   巳   

l》  



望卜隠  ⊂〉  

■It■・六  

∽筆   

輌ネ外食くn旨  
小丑5ゼ聾凍  

：ミ  

建 亜  
衷  
寸  
く華賀楢増  
′人     蟹埜†や評Ⅱ巳森永  

朝     聖    舟  
Iや  E：  

皐祁  ○  

膠  肇：感  の     匡I¢  一  

巳す  鮮     亡 ・：・、  Il  
中豆  艮  

［n  敵   
掛 塵  社婦  く  

朝  埜・n  渕  
＝   ・：．・     ≡∴こ圭  
塑二  小舟  堕  
匡  jヒ絆  朝  

蛸  熱  心型  聖  
埜  亜屑  蟄  
普  簑 評  匡  

l 桔≦朴  e  
毒・    ；川  

湛  茫褒  掛胚     安  く糎 恕i吏  

寸  繁華  即日         e    朕  

裡  
N  

食  
凶  

振   

空   

∠U  



皇卜隠  ⊂〉     承毒 4；匿  r・」    ＼   1n こ巴  Uつ  

蓉導 ′壁上藁十荘．柊塑撫  混  

軸： 建  

墓室軍壷讐壷芸書要芸 
感… ′贈巨く  

衷 寸  ．    堕e蕊訓令牲．′     壷慧慧誌さ扁警纂雪蒜篇慧 
静  

叫琳蓉和栗程華軟性）撃玄  

㌣＝ヨ  

冊醸二E  
渥悪 
。  栗轟く口   

度  r・1ン・・生＞   

江1  
ニ忌ま吏  レ署長 」．キU   
型£ト捜   

掛  璧⊥1鍵   
亜上∠－U   

⑩（さ！正IG  

堕勤＝露点上トトGr二芯二番碧棟刃昭  
捕  

く粟掛刃彊露語噴出くぐ吏空堪ゆト  

磐 
rJ  

蓋毒董違憲壷董掛   撃翔鰯雲儲                      轡e叶伍愚レeぐ彗毒  
N  の  

tⅡⅠ   叔  
世   

應  

虫  幣湘嘲埜竪舟  

迩1 ▼一l  讐雅呑壷琵萎⊇    奮称賛）華隆咄 

騒   

やb   E   

∠l  




